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 すいせい
水生こん

ちゅう

虫の、オス、メスはどうやって
み

見
わ

分けるの 

●
まえあし

前足で
み

見
わ

分ける 

 
すいせい

水生こん
ちゅう

虫には、アメンボ、ゲンゴロウ、ガムシ、タガメ、ミズカマキリ、コオイムシ

などがいますが、オス、メスが
み

見
わ

分けられるものは、
すく

少ないようです。 

 いちばん
くべつ

区別がつきやすいのは、
からだ

体が
おお

大きいゲンゴロウのオス、メスでしょう。ゲンゴ

ロウのオスは、
こうび

交尾（オスの
たいしつ

体質や
せいかく

性格などを
つた

伝える
い で ん し

遺伝子をメスにわたす）するとき、メ

スの
せなか

背中にだきつくために、
まえあし

前足に
きゅう

吸ばんがあります。メスの
まえあし

前足には
なに

何もついていない

ため、
まえあし

前足を
しら

調べれば、オス、メスがわかります。 

 
みずくさ

水草などをえさにしているガムシのオスも、
こうび

交尾のときメスにだきつくためか、
まえあし

前足の
さき

先

の
ぶ ぶ ん

部分に、ふくらみがあります。メスには、このふくらみがありません。 

●
こきゅうかん

呼吸管の
なが

長さや、
しゅうせい

習性で
み

見
わ

分ける  

 
なが

長い
こきゅうかん

呼吸管を
すいめん

水面につき
だ

出して
こきゅう

呼吸してい 

るミズカマキリのオスは、
あたま

頭からしっぽまで 

の
たいちょう

体長より
こきゅうかん

呼吸管のほうが
なが

長いです。でも、 

メスは、
たいちょう

体長とほぼ
おな

同じくらいの
なが

長さです。 

 ５～６
がつ

月ごろの
さんらん

産卵
き

期なら、コオイムシの 

オスは、
せなか

背中に
たまご

卵を
せ

背
お

負っているからわかり 

やすいですね。 

 
すいめん

水面からつき
で

出たくいなどに
さんらん

産卵するタガ 

メは、オスが
たまご

卵の
うえ

上におおいかぶさって、
たまご

卵  

を
まも

守っています。（監修・中山 周平） 

 

ゲンゴロウ

ガムシ

オスの前足  

 

メスの前足   

 

オスの前足

 

メスの前足


